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沖
縄
の
祭
祀
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
覚
書
宮
古
の
事
例
を
中
心
に
赤
嶺
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沖
縄
の
祭
祀
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ノ
ロ
と
ユ
タ
」
（
『
講
座
日
本
の
民
俗
学
七
』
雄
山
閣
、
一
九
九
七
）
で
も
論
じ
た
が
、
本
稿
は
前
稿
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
の
知
見
も
加
味
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
祭
祀
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
改
め
て
資
料
の
整
理
と
若
干
の
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
資
料
は
、
宮
古
の
事
例
が
中
心
と
な
る
。
　
宮
古
の
村
落
の
神
役
組
織
は
、
ム
ヌ
ス
ー
（
モ
ノ
知
り
）
、
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
（
神
愚
り
す
る
人
）
、
ユ
タ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（
巫
者
）
的
職
能
者
を
神
役
組
織
の
一
員
と
し
て
組
み
込
ん
で
い
る
事
例
が
多
い
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
巫
者
的
職
能
者
は
、
特
定
の
村
落
祭
祀
に
お
い
て
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
と
な
っ
て
一
年
の
豊
作
や
漁
業
の
豊
凶
、
村
人
の
健
康
な
ど
に
つ
い
て
の
神
託
を
伝
え
る
と
い
う
報
告
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
巫
者
的
職
能
者
と
通
常
の
ツ
カ
サ
と
の
位
置
関
係
を
見
る
と
、
実
際
の
祭
祀
の
場
で
は
、
巫
者
的
職
能
者
が
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
て
も
、
村
落
の
神
役
組
織
に
お
け
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
は
、
一
般
的
に
は
ツ
カ
サ
の
方
が
上
位
に
位
置
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
や
他
の
史
料
を
参
照
す
る
と
、
琉
球
王
国
時
代
に
お
い
て
も
、
司
祭
者
と
し
て
の
上
級
神
女
と
逓
霊
を
専
門
と
す
る
下
級
神
女
と
い
う
図
式
が
該
当
す
る
こ
と
を
前
稿
で
確
認
し
て
お
い
た
。
　
村
落
祭
祀
の
場
で
巫
者
的
職
能
者
が
神
託
を
伝
え
る
こ
と
が
、
共
同
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
神
託
は
、
祭
祀
の
場
で
巫
者
的
職
能
者
が
歌
謡
を
謡
う
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
神
が
巫
者
的
職
能
者
に
懸
依
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
託
が
伝
え
ら
れ
る
と
説
明
・
解
釈
さ
れ
る
と
し
て
も
、
定
形
化
し
た
歌
謡
と
結
び
つ
い
た
形
で
の
神
託
は
、
毎
回
ご
と
に
異
な
る
一
回
性
の
神
託
に
は
な
り
得
ず
、
神
懸
り
は
形
骸
化
し
、
神
託
の
内
容
も
形
式
化
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
一
回
性
の
神
託
を
得
る
こ
と
が
共
同
体
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
巫
者
的
職
能
者
は
神
役
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
な
か
で
最
高
位
の
位
置
を
占
め
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
王
国
時
代
の
上
級
神
女
や
村
落
の
最
高
位
の
神
役
た
ち
が
神
懸
り
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
恩
依
・
神
託
の
形
式
化
‖
形
骸
化
と
関
連
さ
せ
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
共
同
体
や
国
家
が
、
形
式
化
さ
れ
た
形
で
は
あ
っ
て
も
な
お
神
の
愚
依
と
神
託
の
必
要
性
を
認
め
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
下
級
神
女
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
理
解
の
し
か
た
を
提
案
し
た
い
。
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は
じ
め
に
　
沖
縄
の
祭
祀
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ノ
ロ
と
ユ
タ
」
〔
赤
嶺
　
一
九
九
七
〕
（
以
下
で
は
「
前
稿
」
と
す
る
）
で
も
論
じ
た
が
、
本
稿
は
前
稿
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
の
知
見
も
加
味
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
祭
祀
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
改
め
て
資
料
の
整
理
と
若
干
の
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
資
料
は
、
宮
古
の
事
例
が
中
心
と
な
る
。
る
。
部
落
の
各
家
々
で
は
、
家
の
願
い
ご
と
を
す
る
時
、
こ
の
二
人
の
サ
ス
ウ
マ
を
よ
ん
で
神
願
い
を
し
て
も
ら
う
。
こ
こ
で
は
神
想
り
す
る
状
態
を
モ
ノ
ス
と
い
い
、
こ
の
二
人
は
モ
ノ
ス
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
。
ヤ
ー
キ
ザ
ス
以
外
の
サ
ス
ウ
マ
で
も
モ
ノ
ス
に
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ヤ
ー
キ
ザ
ス
と
区
別
し
て
、
ア
キ
ザ
ス
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
モ
ノ
ス
に
な
る
こ
と
、
即
ち
神
懸
り
す
る
状
態
を
又
一
名
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
と
も
い
う
が
、
ウ
プ
ラ
ダ
シ
、
マ
ジ
ル
ガ
ミ
の
二
人
は
、
常
に
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
の
状
態
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
」
〔
鎌
田
　
一
九
六
五
（
a
）
一
一
八
一
〕
0
神
役
組
織
と
シ
ャ
ー
マ
ン
　
宮
古
地
域
は
、
村
落
の
神
役
組
織
の
な
か
に
ム
ヌ
ス
ー
（
モ
ノ
知
り
）
、
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
（
神
恩
り
す
る
人
）
、
ユ
タ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
（
巫
者
）
的
職
能
者
を
組
み
込
ん
で
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
は
前
稿
で
も
触
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
村
落
の
神
役
組
織
に
組
み
込
ま
れ
た
シ
ャ
ー
マ
ン
的
職
能
者
は
、
祭
祀
の
場
で
い
か
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
宮
古
の
事
例
に
即
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
以
下
で
は
、
出
典
を
記
し
た
以
外
の
資
料
は
、
筆
者
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
大
浦
部
落
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。
鎌
田
久
子
に
よ
る
と
、
大
浦
で
は
神
祭
り
を
行
う
女
性
を
サ
ス
ウ
マ
と
呼
び
、
ウ
プ
ラ
ダ
シ
、
マ
ジ
ル
ウ
マ
、
ウ
マ
テ
ダ
、
ナ
ウ
カ
ニ
ウ
マ
、
ヤ
マ
ト
ウ
マ
、
ミ
ル
ク
ウ
マ
、
イ
ビ
ノ
カ
ミ
、
シ
マ
ノ
ヌ
シ
、
ユ
ウ
ノ
ヌ
シ
、
シ
マ
ガ
キ
ノ
ウ
マ
、
ツ
カ
サ
ガ
ミ
の
一
一
の
神
役
が
あ
り
、
サ
ス
ウ
マ
は
、
マ
ド
ウ
マ
と
呼
ば
れ
る
四
九
歳
以
上
の
女
性
（
一
戸
一
人
）
か
ら
選
ば
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
ウ
プ
ラ
ダ
シ
、
マ
ジ
ル
ン
マ
に
関
し
て
、
鎌
田
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ
「
ウ
プ
ラ
ダ
シ
、
マ
ジ
ル
ガ
ミ
は
、
神
懸
り
し
、
ヤ
ー
キ
ザ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
　
ウ
プ
ラ
ダ
シ
と
マ
ジ
ル
ウ
マ
（
ガ
ミ
）
と
い
う
二
人
の
サ
ス
ウ
マ
は
、
神
遇
り
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
サ
ス
ウ
マ
は
四
九
歳
以
上
の
女
性
で
あ
る
マ
ド
ウ
マ
か
ら
選
ば
れ
る
と
あ
る
が
、
ウ
プ
ラ
ダ
シ
と
マ
ジ
ル
ン
マ
に
関
し
て
特
に
注
記
が
さ
れ
て
い
な
い
の
が
気
に
か
か
る
。
他
の
神
役
と
同
様
に
選
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
別
の
論
文
に
は
、
「
ウ
プ
ラ
ダ
シ
と
マ
ジ
ル
ン
マ
の
二
人
は
、
ヤ
ー
キ
ザ
ス
と
も
よ
ば
れ
て
、
神
愚
り
し
、
モ
ノ
ス
の
役
が
出
来
る
。
モ
ノ
ス
は
一
名
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
と
も
い
い
、
こ
の
二
名
は
神
役
に
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
動
的
に
呪
力
霊
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
記
述
も
み
え
る
が
〔
鎌
田
　
一
九
六
五
（
b
）
一
四
〇
〇
〕
、
神
役
に
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
動
的
に
呪
力
霊
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
は
、
脈
に
落
ち
な
い
説
明
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
宮
古
の
他
の
地
域
で
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
資
質
を
持
つ
す
で
に
ム
ヌ
ス
ー
な
ど
の
職
能
を
は
た
し
て
い
る
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
神
役
が
い
る
の
で
、
大
浦
の
場
合
も
そ
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
上
記
の
引
用
で
は
そ
の
点
が
不
明
で
あ
る
。
　
ウ
プ
ラ
ダ
シ
と
マ
ジ
ル
ン
マ
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
資
質
に
基
づ
き
家
々
の
神
願
い
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
、
彼
女
た
ち
の
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
能
力
は
、
村
落
祭
祀
の
実
際
の
場
面
に
お
い
て
い
か
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
鎌
田
論
文
に
は
そ
れ
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
旧
暦
八
月
二
二
日
に
行
わ
れ
る
ユ
ー
ク
イ
に
つ
い
て
「
こ
の
ま
つ
り
は
サ
ス
ウ
マ
の
400
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う
ち
、
ユ
ー
ノ
ヌ
ス
［
ユ
ウ
ノ
ヌ
シ
に
同
じ
か
］
が
中
心
に
な
り
、
部
落
の
豊
作
を
占
う
の
で
、
こ
の
日
だ
け
は
ユ
ー
ノ
ヌ
ス
が
ア
キ
ザ
ス
に
な
る
責
任
が
あ
る
」
〔
鎌
田
　
一
九
六
五
（
a
）
二
九
〇
〕
と
い
う
記
述
も
気
に
か
か
る
。
「
占
う
」
と
は
、
ユ
ー
ノ
ヌ
ス
が
シ
ャ
ー
マ
ン
的
能
力
を
発
揮
し
て
占
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
　
つ
ぎ
に
、
伊
良
部
島
長
浜
部
落
の
事
例
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
長
浜
に
は
、
現
在
ツ
カ
サ
ン
マ
、
ナ
カ
ン
マ
、
ウ
ク
ン
マ
と
呼
ば
れ
る
三
名
の
司
祭
が
い
る
。
ツ
カ
サ
ン
マ
が
最
高
位
で
、
ナ
カ
ン
マ
、
ウ
ク
ン
マ
の
順
に
な
る
。
三
名
の
神
役
は
、
五
〇
か
ら
六
一
歳
ま
で
の
女
性
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
が
、
選
出
は
長
浜
ユ
ー
ク
イ
と
呼
ば
れ
る
御
嶽
で
行
わ
れ
る
部
落
の
区
長
に
よ
る
神
籔
に
よ
り
、
任
期
は
三
年
で
あ
る
。
　
現
在
の
神
役
は
三
名
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
そ
れ
に
加
え
て
ニ
ガ
イ
ン
マ
と
呼
ば
れ
る
女
性
が
い
て
、
ム
ヌ
ス
ー
（
ユ
タ
と
も
）
の
中
か
ら
、
他
の
神
役
と
同
様
に
長
浜
ユ
ー
ク
イ
で
の
神
薮
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
と
い
う
。
『
伊
良
部
郷
土
誌
』
に
、
長
浜
、
佐
和
田
で
は
「
カ
カ
リ
ン
マ
（
ネ
ガ
イ
ン
マ
と
も
い
う
）
は
、
部
落
内
に
居
住
す
る
巫
女
全
員
の
名
前
を
紙
片
に
書
き
、
同
様
の
方
法
で
一
人
を
決
め
る
」
と
あ
る
の
と
符
合
す
る
〔
大
川
　
一
九
七
四
　
九
六
〕
。
ニ
ガ
イ
ン
マ
の
任
期
は
と
く
に
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
最
後
の
ニ
ガ
イ
ン
マ
は
五
年
ほ
ど
つ
と
め
と
い
う
。
な
お
、
大
川
恵
良
は
、
オ
コ
ツ
カ
サ
一
名
、
オ
コ
ン
マ
ニ
名
、
ネ
ガ
イ
ン
マ
一
名
と
報
告
し
て
い
る
。　
ニ
ガ
イ
ン
マ
は
、
ツ
カ
サ
ン
マ
ら
と
と
も
に
、
年
間
一
〇
回
以
上
あ
る
部
落
の
祭
祀
す
べ
て
に
参
加
し
た
と
い
う
。
ニ
ガ
イ
ン
マ
は
、
巫
者
と
し
て
の
職
能
を
は
た
し
て
い
る
ム
ヌ
ス
ー
か
ら
選
ば
れ
た
わ
け
だ
が
、
祭
祀
の
場
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
は
「
ニ
ガ
イ
ン
マ
は
、
神
と
言
葉
を
交
わ
し
、
神
の
言
葉
を
伝
え
て
い
た
」
と
か
「
ニ
ガ
イ
ン
マ
は
、
御
嶽
の
中
で
神
が
伝
え
る
こ
と
を
、
歌
に
し
て
村
人
に
伝
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
い
う
話
が
聞
け
た
。
た
だ
し
、
託
宣
の
具
体
的
内
容
ま
で
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
　
大
川
恵
良
は
、
長
浜
の
ユ
ー
ク
イ
前
日
の
神
女
の
夜
こ
も
り
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
司
達
や
関
係
者
は
、
前
日
の
午
後
五
時
頃
か
ら
お
嶽
に
集
ま
っ
て
夜
籠
り
を
す
る
。
夜
籠
り
の
祭
は
、
司
達
四
人
の
関
係
者
は
白
衣
を
着
け
、
ツ
カ
サ
が
最
初
に
線
香
を
と
っ
て
、
今
日
の
願
い
の
目
的
を
報
告
す
る
。
祈
り
は
斎
戒
沐
浴
し
、
手
に
は
手
草
を
持
ち
頭
に
は
カ
ウ
ス
を
冠
り
、
部
落
民
の
健
康
安
全
、
五
穀
満
作
を
祈
る
。
そ
の
間
付
き
添
い
の
人
々
は
手
を
合
わ
せ
て
祈
る
。
祈
願
が
終
る
と
ユ
ー
ン
テ
ル
『
富
を
一
杯
に
し
て
下
さ
い
』
と
い
う
歌
で
踊
る
。
そ
の
時
白
衣
の
裾
を
捲
り
あ
げ
、
そ
の
中
へ
富
が
入
る
よ
う
に
祈
る
。
夜
籠
り
に
は
司
は
徹
夜
を
し
て
願
い
を
し
、
オ
コ
ン
マ
ニ
人
は
線
香
の
責
任
な
の
で
、
消
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ
な
い
よ
う
に
み
な
が
ら
線
香
を
補
足
す
る
。
ネ
ガ
ズ
ン
マ
は
神
が
か
り
の
言
葉
を
と
な
え
な
が
ら
、
う
た
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
。
他
の
司
や
関
係
者
達
は
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い
る
。
」
〔
大
川
　
前
掲
二
一
五
〕
。
　
ニ
ガ
イ
ン
マ
が
神
が
か
り
の
言
葉
を
と
な
え
な
が
ら
、
う
た
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
と
い
う
の
は
筆
者
の
聞
き
取
り
と
同
じ
で
、
た
だ
残
念
な
こ
と
に
神
遇
り
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
大
川
も
言
及
し
て
い
な
い
。
　
昭
和
四
年
生
ま
れ
の
五
〇
歳
の
と
き
か
ら
三
年
間
ツ
カ
サ
ン
マ
を
つ
と
め
た
女
性
に
よ
る
と
、
当
時
は
村
会
議
員
選
挙
に
あ
た
り
、
部
落
出
身
の
候
補
者
の
た
め
の
当
選
祈
願
が
御
嶽
で
行
わ
れ
た
が
、
当
時
の
ニ
ガ
イ
ン
マ
は
、
神
か
ら
の
啓
示
に
よ
っ
て
立
候
補
者
の
内
か
ら
何
名
が
当
選
す
る
か
わ
か
る
、
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
事
情
が
複
雑
で
判
然
と
し
な
い
が
、
立
候
補
者
の
内
の
一
名
は
「
じ
ゃ
ま
人
」
（他
の
候
補
の
得
票
を
減
ら
す
た
め
に
立
候
補
す
る
人
）
で
あ
る
こ
と
を
、
ニ
ガ
イ
ン
マ
か
ら
個
人
的
に
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
　
つ
ぎ
に
、
松
原
と
久
貝
部
落
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
真
下
厚
に
よ
る
と
、
松
原
と
久
貝
は
共
同
で
祭
祀
を
行
っ
て
お
り
、
神
役
組
織
は
、
両
集
落
と
も
、
ユ
ー
ザ
ス
・
ツ
カ
サ
各
一
名
、
ツ
カ
サ
ト
ゥ
ム
ニ
名
、
男
性
神
役
ガ
ン
ザ
一
名
と
い
う
構
成
で
、
ユ
ー
ザ
ス
と
ツ
カ
サ
は
終
身
制
で
神
籔
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
と
い
う
〔
真
下
　
二
〇
〇
三
二
七
四
〕
。
真
下
は
神
銃
の
内
容
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
大
本
憲
夫
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に
よ
る
と
「
両
神
役
［
ツ
カ
サ
と
ユ
ー
ザ
ス
］
の
選
出
基
準
に
関
し
て
は
、
松
原
で
は
家
筋
、
家
格
、
年
齢
な
ど
に
規
制
は
な
い
。
前
任
者
が
死
亡
、
病
気
な
ど
で
辞
任
す
れ
ば
（
略
）
総
務
が
他
部
落
の
複
数
の
カ
ン
カ
カ
リ
ヤ
ー
か
ら
判
示
を
得
、
複
数
の
干
支
者
を
候
補
と
し
、
そ
の
女
性
た
ち
を
ツ
カ
サ
の
場
合
は
ツ
カ
サ
ガ
ン
、
ユ
ー
ザ
ス
の
場
合
は
公
民
館
に
集
め
、
総
務
が
神
籔
を
下
ろ
し
て
決
定
す
る
」
と
い
う
〔
大
本
　
一
九
八
二
一
一
三
六
〕
。
た
だ
し
、
別
の
論
文
に
お
い
て
大
本
は
、
松
原
の
ユ
ー
ザ
ス
に
つ
い
て
、
「
通
常
は
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
と
よ
ば
れ
、
日
常
的
に
は
村
落
内
外
か
ら
訪
れ
て
く
る
人
々
に
対
し
、
卜
占
、
判
示
、
呪
的
儀
礼
を
担
当
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
部
落
祭
祀
に
お
い
て
ユ
ー
ザ
ス
を
務
め
る
」
と
述
べ
て
お
り
〔
大
本
　
一
九
八
一
三
九
三
〕
、
若
干
の
齪
齢
が
認
め
ら
れ
る
。
　
さ
て
、
ユ
ー
ザ
ス
の
役
割
に
つ
い
て
は
真
下
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「正
月
ニ
ガ
イ
お
よ
び
正
月
十
六
日
の
ニ
ガ
イ
に
は
御
嶽
に
籠
り
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
神
の
予
言
を
聞
こ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、
神
が
か
り
し
て
神
の
こ
と
ば
を
発
す
る
の
が
ユ
ー
ザ
ス
の
役
割
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ス
が
神
事
の
な
か
で
神
々
の
名
を
よ
み
上
げ
る
と
そ
れ
ら
の
神
霊
が
次
々
に
想
依
し
て
き
、
ま
ず
名
告
り
を
し
て
一
年
の
豊
作
や
漁
業
の
豊
凶
、
村
人
の
健
康
な
ど
に
つ
い
て
の
カ
ン
グ
イ
（
神
声
）
が
ユ
ー
ザ
ス
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
ユ
ー
ザ
ス
は
こ
の
と
き
深
い
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
あ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
ば
が
発
せ
ら
れ
た
か
記
憶
に
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
」
〔
真
下
前
掲
二
七
五
〕
　
ユ
ー
ザ
ス
が
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
あ
っ
て
、
一
年
の
豊
作
や
漁
業
の
豊
凶
、
村
人
の
健
康
な
ど
に
つ
い
て
神
の
言
葉
を
発
し
た
と
さ
れ
る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
　
つ
ぎ
に
、
伊
良
部
島
の
佐
良
浜
の
事
例
に
目
を
向
け
た
い
。
佐
良
浜
の
ツ
カ
サ
組
織
は
、
ウ
フ
ン
マ
、
カ
カ
ラ
ン
マ
、
ナ
カ
ン
マ
の
三
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
カ
カ
ラ
ン
マ
は
か
つ
て
は
す
で
に
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
と
呼
ば
れ
る
巫
者
と
し
て
の
職
能
を
は
た
し
て
い
る
女
性
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
。
真
下
厚
が
ウ
フ
ン
マ
、
カ
カ
ラ
ン
マ
経
験
者
か
ら
の
貴
重
な
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
公
表
し
て
い
る
の
で
、
真
下
の
報
告
に
依
拠
し
て
、
村
落
祭
祀
に
お
け
る
カ
カ
ラ
ン
マ
の
職
能
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
な
お
、
真
下
の
調
査
時
点
で
は
、
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
の
な
か
か
ら
カ
カ
ラ
ン
マ
を
選
出
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
ウ
フ
ン
マ
や
ナ
カ
ン
マ
と
同
じ
方
法
で
選
出
さ
れ
て
い
る
が
、
真
下
が
話
を
聞
い
た
話
者
は
、
カ
ン
カ
カ
リ
ャ
を
し
て
い
て
選
ば
れ
た
人
で
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
資
質
を
有
し
て
い
る
。
　
ま
ず
、
カ
カ
ラ
ン
マ
経
験
者
の
つ
ぎ
の
語
り
に
注
目
し
た
い
。
「
お
祭
で
オ
ヨ
シ
［
歌
］
を
う
た
っ
て
い
る
と
き
に
、
絵
が
出
て
く
る
よ
。
も
し
、
神
様
の
時
計
の
針
が
三
時
ご
ろ
を
さ
し
て
い
た
ら
、
ア
ト
ユ
ー
（
後
世
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に
出
て
き
た
絵
で
神
の
知
ら
せ
を
判
じ
る
。
ま
た
、
神
の
こ
と
ば
も
聞
こ
え
て
く
る
け
ど
、
ほ
か
の
人
た
ち
は
そ
の
動
作
に
よ
っ
て
、
神
様
に
ウ
フ
ユ
ー
（
大
世
）
を
ど
う
い
う
か
た
ち
で
お
祝
い
し
て
い
る
か
見
て
る
わ
け
。
だ
か
ら
、
神
様
の
も
の
を
受
け
る
人
は
、
き
つ
い
。
と
っ
て
も
き
つ
い
。
十
二
支
の
方
角
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
様
に
オ
ヨ
シ
を
う
た
っ
て
一
晩
中
や
る
か
ら
、
一
週
間
く
ら
い
は
疲
れ
る
よ
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
様
が
お
告
げ
を
知
ら
せ
る
か
ら
、
オ
ヨ
シ
を
う
た
っ
て
い
る
動
作
や
そ
ぶ
り
に
あ
ら
わ
れ
る
の
を
ウ
フ
ン
マ
や
ナ
カ
ン
マ
が
見
る
。
神
様
が
怒
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
動
作
が
荒
く
な
る
さ
ね
。
そ
れ
を
後
で
ウ
フ
ン
マ
や
ナ
カ
ン
マ
が
、
あ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
、
っ
て
聞
く
さ
ね
。
三
時
ま
で
に
十
二
曲
う
た
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
時
間
が
な
い
の
で
、
後
で
次
々
聞
く
さ
ね
。
」
〔
真
下
前
掲
一
二
〇
二
〕
　
祭
祀
で
オ
ヨ
シ
と
呼
ば
れ
る
歌
謡
が
歌
わ
れ
、
そ
の
過
程
で
神
か
ら
の
託
宣
が
「絵
」
や
「
神
の
こ
と
ば
」
の
か
た
ち
で
与
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
あ
る
カ
カ
ラ
ン
マ
の
「
動
作
や
そ
ぶ
り
」
の
意
味
に
つ
い
て
ウ
フ
ン
マ
や
ナ
カ
ン
マ
が
尋
ね
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
以
下
の
発
言
か
ら
よ
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
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で
き
る
。「オ
ヨ
シ
が
始
ま
っ
た
ら
、
船
の
音
が
し
て
き
た
わ
け
よ
。
ド
ッ
シ
ー
ン
、
ド
ッ
シ
ー
ン
と
き
て
ね
。
う
ち
が
降
り
て
き
て
み
た
ら
、
岩
と
岩
と
の
間
に
避
難
し
て
き
て
い
る
わ
け
、
い
っ
ぱ
い
ユ
ー
を
積
ん
で
。
こ
の
船
は
ね
、
避
難
で
は
な
い
よ
、
ユ
ー
を
持
っ
て
き
た
よ
、
っ
て
言
っ
て
。
ご
め
ん
な
さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
っ
て
、
自
然
に
こ
と
ば
が
出
た
よ
。
ウ
フ
ン
マ
が
、
何
を
や
っ
て
い
る
か
、
っ
て
言
う
も
の
だ
か
ら
、
今
船
が
ユ
ー
を
持
っ
て
入
っ
て
き
て
い
る
、
と
。
そ
し
て
、
オ
ヨ
シ
が
始
ま
っ
た
ら
、
人
が
い
っ
ぱ
い
来
て
騒
い
で
い
る
わ
け
よ
。
ユ
ー
を
下
ろ
す
音
も
ほ
か
の
人
た
ち
に
聞
こ
え
る
、
っ
て
。
ド
ッ
シ
ー
ン
、
ド
ッ
シ
ー
ン
、
っ
て
。
地
震
が
し
て
い
る
、
地
震
が
し
て
い
る
、
っ
て
い
う
け
ど
、
こ
れ
は
ユ
ー
を
下
ろ
し
て
い
る
ん
だ
、
っ
て
。
早
く
こ
れ
を
聞
け
ば
、
ユ
ガ
フ
ウ
（
世
果
報
）
だ
っ
て
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
、
ヤ
ー
キ
［
家
、
世
帯
］
を
願
っ
て
、
こ
れ
を
聞
く
た
め
に
お
と
な
し
く
し
て
い
る
。
」
〔
真
下
　
前
掲
‥
二
〇
三
〕
　
後
半
に
不
明
瞭
な
部
分
が
あ
る
が
、
大
筋
と
し
て
は
、
ウ
フ
ン
マ
の
問
い
に
対
し
て
、
ユ
ー
を
満
載
し
た
神
の
船
が
入
港
し
、
そ
の
船
か
ら
ユ
ー
を
下
ろ
す
と
い
う
カ
カ
ラ
ン
マ
に
よ
っ
て
幻
視
さ
れ
た
情
況
が
、
カ
カ
ラ
ン
マ
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
掲
げ
る
の
は
、
ウ
フ
ン
マ
経
験
者
の
語
り
で
あ
る
。
「
マ
ビ
ト
ゥ
ダ
ミ
や
ウ
フ
ダ
ミ
な
ど
の
と
き
、
カ
カ
ラ
ン
マ
が
オ
ヨ
シ
を
う
た
う
と
神
の
こ
と
ば
が
聞
こ
え
た
り
絵
が
見
え
た
り
す
る
。
カ
リ
ユ
シ
ダ
ミ
の
よ
う
な
村
ニ
ガ
イ
の
と
き
は
オ
ヨ
シ
は
や
ら
な
い
が
、
神
か
ら
の
知
ら
せ
は
あ
る
。
カ
カ
ラ
ン
マ
は
そ
の
内
容
を
自
分
に
報
告
す
る
。
そ
れ
を
聞
く
と
す
ぐ
に
勘
が
働
い
て
判
断
が
自
然
に
出
て
く
る
。
神
さ
ま
か
ら
勘
が
来
て
い
る
の
だ
（
以
前
、
ユ
タ
か
ら
『
あ
ん
た
は
学
問
の
神
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
人
で
、
判
断
力
の
あ
る
人
だ
』
と
言
わ
れ
た
）
。
ウ
フ
ン
マ
と
カ
カ
ラ
ン
マ
は
和
合
が
い
ち
ば
ん
大
事
だ
。
中
村
・
本
村
［
佐
良
浜
は
、
中
村
（
池
間
添
）
と
本
村
（
前
里
添
）
の
二
つ
の
集
落
か
ら
成
り
、
祭
祀
は
合
同
で
行
う
］
の
カ
カ
ラ
ン
マ
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
を
見
て
も
、
自
分
の
と
こ
ろ
の
カ
カ
ラ
ン
マ
を
信
じ
て
い
る
。
」
〔
真
下
前
掲
二
九
八
〕
　
カ
カ
ラ
ン
マ
が
、
ウ
フ
ン
マ
に
聞
か
れ
て
応
え
る
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ウ
フ
ン
マ
は
、
カ
カ
ラ
ン
マ
が
自
分
に
報
告
す
る
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
微
妙
な
差
が
生
じ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
ウ
フ
ン
マ
と
カ
カ
ラ
ン
マ
の
神
役
と
し
て
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
問
題
が
絡
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
「
カ
カ
ラ
ン
マ
の
報
告
を
聞
く
と
勘
が
働
い
て
判
断
が
自
然
に
出
て
く
る
」
と
い
う
の
は
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
あ
る
カ
カ
ラ
ン
マ
の
発
言
は
明
瞭
さ
に
欠
け
る
も
の
と
推
測
で
き
る
の
で
、
不
明
瞭
な
部
分
を
補
っ
て
理
解
す
る
能
力
を
「
勘
が
働
く
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
最
後
に
、
多
良
間
島
の
事
例
に
も
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
、
多
良
間
島
の
旧
暦
九
月
の
マ
ッ
ツ
ー
の
日
に
行
わ
れ
る
ユ
ブ
リ
の
行
事
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
マ
ッ
ツ
ー
の
日
の
夕
刻
に
は
、
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
（
神
愚
り
す
る
女
性
の
意
味
、
ム
ヌ
ス
ー
と
も
）
が
係
わ
る
ユ
ブ
リ
と
い
う
行
事
が
あ
っ
た
と
い
う
。
「多
良
間
島
往
復
文
書
控
」
に
「
世
振
等
報
告
の
た
め
渡
海
」
と
し
て
「
右
世
振
之
成
行
並
嵐
之
為
御
届
押
舟
差
登
申
候
間
御
用
筋
相
済
次
第
早
々
帰
帆
被
御
申
付
度
奉
存
候
也
」
（
略
）
と
あ
る
が
、
「
世
振
」
が
す
な
わ
ち
ユ
ブ
リ
で
、
元
来
は
作
物
の
出
来
・
不
出
来
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
に
よ
る
ユ
ブ
リ
も
、
来
る
年
の
豊
作
・
不
作
に
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
に
マ
ッ
ツ
ー
ガ
ム
（
マ
ッ
ツ
ー
の
神
）
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が
お
り
て
き
て
、
来
る
年
の
豊
年
・
凶
作
に
つ
い
て
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
の
口
を
介
し
て
マ
ッ
ツ
ー
ガ
ム
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
　
こ
の
儀
礼
は
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
個
人
の
家
で
行
わ
れ
、
マ
ブ
ル
の
香
炉
の
前
に
供
物
が
飾
ら
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
こ
こ
で
も
マ
ブ
ル
が
職
能
神
と
重
合
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ユ
ブ
リ
の
儀
礼
に
村
落
が
関
与
す
る
こ
と
は
な
く
、
供
物
は
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
本
人
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
。
大
正
生
ま
れ
の
話
者
は
、
パ
ガ
マ
（
屋
号
、
以
下
同
じ
）
の
ン
マ
・
古
謝
ン
マ
・
手
登
根
ン
マ
・
ウ
フ
ヤ
ー
の
ン
マ
な
ど
、
五
、
六
名
の
ユ
ブ
リ
に
係
わ
る
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
が
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
ユ
ブ
リ
の
場
に
は
、
神
の
言
葉
を
聞
く
た
め
に
子
ど
も
た
ち
も
含
め
た
大
勢
の
人
々
が
庭
に
も
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
集
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
は
、
ツ
カ
サ
と
は
異
な
り
、
御
嶽
な
ど
で
の
公
的
祭
祀
に
関
わ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
依
頼
に
応
じ
て
対
処
す
る
職
能
者
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
現
在
島
に
は
、
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
は
一
人
も
い
な
い
と
い
う
。
」
〔
赤
嶺
　
二
〇
〇
〇
　
五
七
ー
五
入
〕
　
多
良
間
島
で
は
、
来
る
年
の
ユ
ブ
リ
す
な
わ
ち
作
物
の
豊
作
・
不
作
を
占
う
役
目
を
、
村
落
の
神
役
組
織
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
が
担
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
宮
古
の
一
般
的
な
情
況
と
の
違
い
が
あ
る
わ
け
で
、
多
良
間
の
事
例
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
②
下
級
神
女
の
シ
ャ
ー
マ
ン
性
　
つ
ぎ
に
、
前
稿
に
お
い
て
「
下
級
神
女
の
シ
ャ
ー
マ
ン
性
」
と
し
て
論
じ
た
課
題
に
話
を
進
め
た
い
。
少
々
長
く
な
る
が
、
前
稿
の
該
当
部
分
を
以
下
で
引
用
の
形
式
で
示
し
て
お
く
。
な
お
、
注
記
番
号
と
注
記
は
省
略
し
て
あ
る
。
「
『琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
六
の
伊
是
名
の
雨
乞
い
の
ノ
ダ
テ
事
の
中
の
、
次
の
唱
詞
に
注
目
し
た
い
。
　
　
（
前
略
）
ニ
ル
ヤ
セ
ヂ
（
ニ
ラ
イ
の
セ
ヂ
）
／
カ
ナ
ヤ
セ
ヂ
（
カ
ナ
イ
の
セ
ヂ
）
　
　
／
マ
キ
ヨ
ニ
ア
ガ
テ
（
集
落
に
上
が
り
）
／
ク
ダ
ニ
ア
ガ
テ
（
同
上
）
／
サ
シ
　
　
ボ
ニ
（神
女
に
）
／
マ
ツ
ヂ
ニ
（
神
女
の
頭
の
頂
に
）
／
カ
カ
ヤ
イ
（
懸
か
り
）
　
　
／
ヲ
ソ
ヤ
イ
（
襲
い
）
（
後
略
）
　
こ
の
唱
詞
か
ら
、
祭
祀
の
場
で
サ
シ
ボ
と
呼
ば
れ
る
神
女
に
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
の
セ
ヂ
が
懸
依
す
る
状
況
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ノ
ダ
テ
事
と
ほ
ぼ
同
種
の
、
伊
是
名
島
の
「
雨
長
々
不
降
時
」
の
ミ
セ
セ
ル
を
引
用
し
た
谷
川
は
、
「
ニ
ル
ヤ
カ
ナ
ヤ
の
霊
威
が
部
落
に
上
っ
て
き
て
ノ
ロ
に
懸
か
り
」
と
解
釈
し
、
サ
シ
ボ
を
ノ
ロ
と
読
み
換
え
て
い
る
が
、
そ
れ
が
誤
り
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
同
じ
く
伊
是
名
島
に
つ
い
て
の
『
琉
球
国
由
来
記
』
記
載
の
次
の
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
　
毎
年
、
元
旦
の
首
里
城
で
の
「
朝
の
御
拝
」
に
参
列
す
る
島
役
人
を
送
る
に
際
し
て
の
儀
礼
で
、
『
由
来
記
』
で
は
、
「
ニ
カ
ヤ
田
二
人
、
伊
是
名
ノ
ロ
・
掟
神
、
五
人
ノ
サ
シ
ボ
召
列
、
都
合
十
人
、
田
ノ
カ
ミ
御
嶽
ノ
内
二
入
、
一
夜
宿
リ
、
次
日
、
直
二
伊
瀬
名
ノ
浜
へ
出
ラ
レ
、
ミ
セ
セ
ル
ア
リ
。
其
時
旅
人
数
、
ミ
ハ
イ
仕
ル
也
。
」
と
し
た
後
で
、
田
ノ
カ
ミ
御
嶽
の
イ
ベ
の
前
で
の
ミ
セ
セ
ル
と
し
て
、
次
の
唱
詞
を
記
し
て
い
る
。
　
　
（
前
略
）
ニ
ル
ヤ
セ
ヂ
／
カ
ナ
ヤ
セ
ヂ
／
マ
キ
ヨ
ニ
ア
ガ
テ
／
ク
ダ
ニ
ア
ガ
テ
　
　
／
マ
キ
ョ
　
ヤ
ゼ
ル
／
ク
ダ
ヤ
ゼ
ル
／
大
ゴ
ロ
／
モ
リ
ヤ
ヘ
チ
ヨ
ガ
／
ア
ツ
・
　
　
エ
ラ
デ
／
エ
ガ
エ
ラ
デ
　
／
サ
シ
ボ
ニ
／
モ
ツ
ヂ
マ
ツ
ジ
ヲ
ソ
テ
／
マ
カ
タ
ヲ
　
　
ソ
テ
／
（
後
略
）
　
こ
の
唱
詞
で
も
、
ニ
ラ
イ
セ
ヂ
が
サ
シ
ブ
や
モ
ツ
ヂ
の
マ
ツ
ジ
（
頭
の
頂
）
や
肩
に
想
依
す
る
様
子
が
謡
わ
れ
て
い
る
が
、
大
事
な
こ
と
は
、
サ
シ
ブ
よ
り
高
位
の
ニ
カ
ヤ
田
や
ノ
ロ
も
祭
祀
に
参
加
し
て
い
る
が
、
想
依
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
こ
で
も
サ
シ
ブ
と
モ
ツ
ヂ
で
あ
っ
て
、
ニ
カ
ヤ
田
や
ノ
ロ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
谷
川
の
よ
う
に
、
サ
シ
ブ
を
ノ
ロ
と
読
み
換
え
る
こ
と
は
曲
解
に
な
ろ
う
。
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高
位
の
神
女
と
懸
依
を
す
る
下
級
神
女
と
い
う
図
式
が
オ
モ
ロ
の
世
界
に
お
い
て
も
該
当
す
る
こ
と
は
、
波
照
間
永
吉
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
波
照
間
に
従
っ
て
ま
ず
次
の
オ
モ
ロ
を
揚
げ
る
。
一又
　
波
照
間
に
よ
れ
ば
、
シ
ブ
に
降
り
変
わ
っ
て
首
里
杜
に
降
り
給
い
ま
せ
〉
世
に
鳴
り
響
い
た
君
加
那
志
が
ム
ツ
キ
に
降
り
直
し
て
真
玉
杜
に
降
り
給
い
て
（略
）
」
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
オ
モ
ロ
以
外
で
も
、
聞
得
大
君
、
差
笠
、
君
加
那
志
、
首
里
大
君
な
ど
、
後
の
三
十
三
君
と
呼
ば
れ
る
高
級
神
女
の
神
格
（
セ
ヂ
）
が
サ
シ
ブ
に
葱
依
す
る
こ
と
が
謡
わ
れ
て
い
る
事
例
の
あ
る
こ
と
を
、
波
照
間
は
指
摘
し
て
い
る
。
　
サ
シ
ブ
と
い
う
語
は
、
サ
シ
ボ
と
も
い
い
、
「
さ
し
」
は
神
が
想
く
意
で
、
サ
シ
ボ
は
、
神
が
想
依
し
た
も
の
を
意
味
す
る
。
モ
ツ
ヂ
は
サ
シ
ボ
の
対
句
で
、
『
混
効
験
集
』
で
い
う
ム
ヅ
キ
に
相
当
し
、
ム
ヅ
キ
は
物
愚
き
で
、
霊
力
（
も
の
）
が
愚
く
人
、
遇
い
た
人
の
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ノ
ロ
や
高
級
神
女
で
は
な
く
、
サ
シ
ブ
や
モ
ツ
ヂ
と
い
う
名
の
神
女
に
セ
ヂ
が
つ
く
（
愚
依
す
る
）
こ
と
に
は
必
然
性
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
」
〔
赤
嶺
　
一
九
九
七
二
五
一
ー
一
五
三
〕
聞
ゑ
君
加
那
志
さ
し
ふ
　
降
れ
変
わ
て
首
里
杜
　
降
れ
わ
ち
へ
成
さ
い
子
思
い
し
ょ
君
　
栄
て
　
ち
よ
わ
れ
鳴
響
む
君
加
那
志
む
つ
き
降
れ
直
ち
へ
真
玉
杜
　
降
れ
わ
ち
へ
（略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
ー
七
三
三
）
　
　
　
　
　
こ
の
オ
モ
ロ
の
歌
意
は
、
「
世
に
聞
こ
え
た
君
加
那
志
が
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
国
王
様
こ
そ
は
君
に
相
応
し
て
ま
し
さ
て
、
「
下
級
神
女
の
シ
ャ
ー
マ
ン
性
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
宮
古
の
事
例
で
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
先
に
と
り
あ
げ
た
佐
良
浜
で
は
、
「
ウ
フ
ン
マ
が
儀
礼
全
体
を
統
括
し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
性
格
を
有
す
る
カ
カ
ラ
ン
マ
に
対
し
て
絶
対
的
な
優
位
に
立
つ
」
〔
真
下
前
掲
一
一
九
四
ー
一
九
五
〕
と
い
う
。
祭
祀
の
と
き
の
移
動
の
道
行
き
で
、
ウ
フ
ン
マ
・
カ
カ
ラ
ン
マ
・
ナ
カ
ン
マ
の
順
に
な
る
の
は
〔
真
下
　
前
掲
一
一
九
七
〕
、
神
役
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
「
［
ウ
］
フ
ン
マ
、
カ
カ
ラ
ン
マ
、
ナ
カ
ン
マ
の
三
人
が
揃
っ
た
と
き
、
カ
カ
ラ
ン
マ
、
ナ
カ
ン
マ
の
二
人
は
フ
ン
マ
の
右
側
（
ワ
ー
ラ
）
を
歩
い
て
は
い
け
な
い
。
と
い
う
の
は
、
フ
ン
マ
は
立
て
る
べ
き
人
だ
か
ら
、
ほ
か
の
人
は
下
方
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
略
）
三
人
揃
っ
た
ら
何
で
も
フ
ン
マ
が
最
初
に
や
る
。
例
え
ば
お
茶
を
飲
む
と
き
、
フ
ン
マ
が
口
を
つ
け
な
い
と
カ
カ
ラ
ン
マ
、
ナ
カ
ン
マ
も
口
を
つ
け
ら
れ
な
い
。
（
略
）
カ
カ
ラ
ン
マ
、
ナ
カ
ン
マ
は
フ
ン
マ
に
逆
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
言
う
通
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
報
告
も
あ
る
〔
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
社
会
学
科
　
一
九
九
一
‥
二
i
三
〕
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、
佐
良
浜
で
は
、
神
役
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
け
る
ウ
フ
ン
マ
の
優
位
性
は
明
白
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
保
良
の
事
例
に
眼
を
向
け
て
み
よ
う
。
以
下
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に
、
現
在
ユ
ー
ザ
ス
を
つ
と
め
て
い
る
昭
和
五
年
生
ま
れ
の
女
性
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
保
良
に
は
、
ツ
カ
サ
一
名
、
ユ
ー
ザ
ス
一
名
に
加
え
て
、
会
計
や
供
物
の
準
備
に
関
わ
る
サ
ン
ヤ
ク
（
三
役
）
と
呼
ば
れ
る
係
が
三
名
い
る
。
彼
女
は
三
〇
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
カ
カ
リ
ャ
（
巫
者
）
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
五
〇
歳
代
に
当
時
部
落
に
二
、
三
名
い
た
カ
カ
リ
ャ
の
中
か
ら
公
民
館
で
行
わ
れ
た
神
籔
に
よ
っ
て
ユ
ー
ザ
ス
に
選
ば
れ
た
と
い
う
。
二
〇
年
ほ
ど
も
ユ
ー
ザ
ス
を
勤
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
彼
女
の
母
親
も
ユ
ー
ザ
ス
を
し
て
い
た
と
い
う
。
　
一
方
の
ツ
カ
サ
は
、
保
良
で
最
初
の
ツ
カ
サ
が
出
た
家
だ
と
さ
れ
る
〈
ツ
カ
サ
ン
マ
ヤ
〉
と
い
う
家
の
子
孫
が
ツ
カ
サ
の
候
補
者
と
な
り
神
銭
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
任
期
は
三
年
と
決
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
ツ
カ
サ
の
先
々
代
に
あ
た
る
ツ
カ
サ
が
、
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ツ
カ
サ
候
補
者
と
し
て
一
〇
名
を
指
名
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
変
化
が
生
じ
た
。
指
名
さ
れ
た
一
〇
名
の
内
、
〈
ツ
カ
サ
ン
マ
ヤ
〉
の
子
孫
は
二
、
三
名
だ
け
だ
と
い
う
。
　
カ
カ
リ
ャ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
ユ
ー
ザ
ス
が
、
村
落
祭
祀
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
が
、
神
役
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
ツ
カ
サ
は
校
長
で
、
ユ
ー
ザ
ス
は
教
頭
」
と
い
う
比
喩
に
よ
っ
て
、
ツ
カ
サ
が
上
位
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
。
　
つ
ぎ
に
、
大
浦
部
落
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。
鎌
田
久
子
は
大
浦
の
ツ
カ
サ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
つ
い
て
「
サ
ス
ウ
マ
は
（
略
）
そ
れ
ぞ
れ
仕
え
る
神
の
名
を
と
っ
て
、
ウ
プ
ラ
ダ
シ
、
マ
ジ
ル
ウ
マ
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
最
高
の
サ
ス
ウ
マ
が
ウ
プ
ラ
ダ
シ
で
あ
る
。
ウ
プ
ラ
即
ち
大
浦
、
ダ
シ
は
サ
ス
の
誰
言
、
即
ち
大
浦
の
最
高
司
祭
者
の
意
で
あ
る
。
マ
ジ
ル
ウ
マ
は
マ
ジ
ル
は
女
神
の
神
名
で
、
そ
れ
を
祀
る
老
婆
の
意
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
〔
鎌
田
　
一
九
六
五
（
a
）
二
八
二
。
な
お
、
ウ
プ
ラ
ダ
シ
と
マ
ジ
ル
は
村
落
創
始
に
関
わ
っ
た
兄
妹
神
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
ウ
プ
ラ
ダ
シ
の
神
役
が
マ
ジ
ル
ウ
マ
も
兼
ね
て
い
た
と
い
う
。
　
鎌
田
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
資
質
を
も
つ
ウ
プ
ラ
ダ
シ
が
最
高
位
の
立
場
に
あ
る
と
い
う
が
、
神
役
名
称
以
外
に
は
傍
証
と
な
る
事
実
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
先
に
も
引
い
た
、
ユ
ー
ク
イ
で
は
ユ
ー
ノ
ヌ
ス
が
中
心
に
な
る
と
い
う
こ
と
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
も
疑
問
が
生
じ
る
の
で
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
　
つ
ぎ
に
松
原
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。
ユ
ー
ザ
ス
が
神
遇
り
し
て
神
の
言
葉
を
述
べ
る
と
い
う
真
下
の
報
告
は
先
に
紹
介
し
た
が
、
真
下
に
よ
れ
ば
「
ユ
ー
ザ
ス
が
神
役
組
織
の
中
心
と
さ
れ
、
ツ
カ
サ
は
そ
れ
を
補
佐
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
神
事
の
全
体
的
な
執
行
も
神
が
か
り
す
る
ユ
ー
ザ
ス
が
統
括
し
て
い
る
。
」
と
い
う
〔
真
下
前
掲
一
一
七
五
〕
。
　
松
原
に
つ
い
て
は
、
大
本
憲
夫
も
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
両
名
［
ツ
カ
サ
と
ユ
ー
ザ
ス
］
は
す
べ
て
の
部
落
祭
祀
の
神
願
い
を
担
当
す
る
が
、
役
割
の
上
に
は
違
い
が
あ
る
。
現
在
、
祭
祀
を
主
導
し
て
い
る
の
は
ユ
ー
ザ
ス
で
あ
る
。
ユ
ー
ザ
ス
は
諸
神
に
捧
げ
る
線
香
の
数
や
供
物
を
ツ
カ
サ
に
指
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
ツ
カ
サ
が
願
う
の
で
あ
る
。
ま
た
正
月
ニ
ガ
ズ
や
ユ
ー
ク
ー
な
ど
一
部
の
祭
祀
で
は
ユ
ー
ザ
ス
は
祭
場
で
神
懸
り
し
て
神
意
を
託
宣
し
た
り
、
神
を
崇
め
る
歌
（
ア
ー
グ
）
を
歌
う
。
ツ
カ
サ
に
は
神
遇
り
能
力
は
要
求
さ
れ
ず
、
祭
場
で
の
神
願
い
の
ほ
か
に
は
供
物
の
準
備
を
担
当
す
る
。
一
部
の
祭
祀
で
は
部
落
を
代
表
し
て
ツ
カ
サ
が
神
酒
を
作
る
場
合
が
あ
る
。
祭
場
で
の
座
順
も
、
上
位
に
着
く
の
は
ユ
ー
ザ
ス
で
あ
る
。
」
〔
大
本
　
一
九
八
二
一
二
二
五
－
二
二
六
〕
　
祭
祀
の
場
に
お
い
て
は
、
ツ
カ
サ
で
は
な
く
ユ
ー
ザ
ス
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
　
つ
ぎ
に
長
浜
部
落
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。
先
述
の
通
り
、
長
浜
に
は
か
つ
て
ム
ヌ
ス
ー
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
ニ
ガ
イ
ン
マ
が
い
た
が
、
ユ
ー
ク
イ
と
い
う
一
年
で
最
大
の
祭
祀
に
お
け
る
ニ
ガ
イ
ン
マ
の
役
割
に
つ
い
て
、
あ
る
話
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
む
か
し
は
、
ニ
ガ
イ
ン
マ
が
い
な
い
と
、
ユ
ー
ク
イ
が
で
き
な
か
っ
た
の
に
、
今
は
、
ニ
ガ
イ
ン
マ
が
い
な
く
て
も
ユ
ー
ク
イ
が
で
き
て
い
る
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
ニ
ガ
イ
ン
マ
は
歌
を
謡
い
、
権
利
を
握
っ
て
い
た
。
他
の
ツ
カ
サ
た
ち
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
、
ニ
ガ
イ
ン
マ
が
あ
れ
や
れ
、
こ
れ
や
れ
と
命
じ
て
い
た
。
む
か
し
ニ
ガ
イ
ン
マ
が
歌
っ
て
い
た
ア
ヤ
グ
を
現
在
は
ツ
カ
サ
が
す
る
が
、
ニ
ガ
イ
ン
マ
の
ま
ね
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
」
　
長
浜
で
も
、
ユ
ー
ク
イ
に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
は
、
ツ
カ
サ
で
は
な
く
ニ
ガ
イ
ン
マ
の
方
だ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
ク
ラ
イ
（
位
）
は
、
ツ
カ
サ
の
方
が
高
い
が
、
力
は
ニ
ガ
イ
ン
マ
の
方
が
あ
る
」
と
い
う
語
り
も
あ
り
、
問
題
は
単
純
で
は
な
い
。
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こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
大
本
憲
夫
が
以
下
に
掲
げ
る
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
「
実
際
の
祭
祀
の
場
に
お
い
て
は
ツ
カ
サ
は
ユ
ー
ザ
ス
の
指
図
に
基
づ
い
て
、
供
物
を
調
え
た
り
そ
の
神
供
や
願
い
事
を
捧
げ
る
な
ど
の
役
割
に
終
始
す
る
村
落
も
多
い
。
し
か
し
、
ツ
カ
サ
・
ユ
ー
ザ
ス
が
両
立
す
る
村
落
に
お
い
て
も
、
社
会
的
位
階
や
評
価
は
一
般
に
ツ
カ
サ
が
ユ
ー
ザ
ス
を
凌
ぎ
、
例
え
ば
平
良
市
松
原
で
は
、
村
落
か
ら
両
者
に
支
払
わ
れ
る
謝
礼
に
差
が
あ
り
（
金
銭
の
ほ
か
、
ツ
カ
サ
に
は
各
戸
か
ら
徴
収
し
た
米
が
一
石
二
斗
支
払
わ
れ
て
い
る
）
、
ま
た
村
落
に
不
漁
や
凶
作
が
続
け
ば
「
ユ
ー
パ
ギ
　
ツ
カ
サ
（
豊
穣
を
も
た
ら
さ
な
い
ツ
カ
サ
）
」
と
人
々
か
ら
非
難
を
浴
び
る
の
は
ツ
カ
サ
で
あ
る
。
」
〔
大
本
一
九
八
二
　
五
一
〕
　
実
際
の
祭
祀
の
場
で
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
資
質
を
有
す
る
ユ
ー
ザ
ス
な
ど
が
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
て
も
、
村
落
の
神
役
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
し
て
は
、
一
般
的
に
は
あ
く
ま
で
も
ツ
カ
サ
の
方
が
上
位
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。　
長
浜
部
落
に
つ
い
て
も
、
大
川
恵
良
が
「
祭
事
の
責
任
者
は
司
で
、
ネ
ガ
ズ
ウ
マ
は
神
願
い
の
役
を
務
め
る
。
（
略
）
司
達
四
人
の
関
係
者
は
白
衣
を
着
け
、
ツ
カ
サ
が
最
初
に
線
香
を
と
っ
て
、
今
日
の
願
い
の
目
的
を
報
告
す
る
。
」
〔
大
川
　
前
掲
一
一
一
五
〕
と
述
べ
て
い
る
部
分
に
着
目
す
れ
ば
、
ネ
ガ
ズ
ウ
マ
が
主
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
と
し
て
も
、
祭
祀
全
体
を
統
括
す
る
責
任
は
ツ
カ
サ
が
負
っ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
そ
う
で
あ
る
。
③
考
察
　
こ
れ
ま
で
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
職
能
者
を
村
落
の
神
役
組
織
に
組
み
込
ん
で
い
る
い
く
つ
か
の
事
例
を
み
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
沖
縄
の
祭
祀
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
問
題
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
神
役
組
織
の
な
か
に
シ
ャ
ー
マ
ン
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
事
例
を
、
「
ノ
ロ
」
（
司
祭
）
と
「
ユ
タ
」
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
が
か
つ
て
未
分
化
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
し
て
捉
え
る
櫻
井
徳
太
郎
や
谷
川
健
一
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
批
判
的
に
検
討
し
た
の
で
こ
こ
で
は
く
り
返
さ
な
い
。
以
下
で
は
、
前
稿
と
は
別
の
視
点
か
ら
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。
　
そ
も
そ
も
、
村
落
祭
祀
に
お
い
て
シ
ャ
ー
マ
ン
が
愚
依
し
て
神
の
メ
ー
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が
、
共
同
体
に
と
つ
て
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
シ
ャ
ー
マ
ン
を
媒
介
に
伝
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
神
の
メ
ー
セ
ー
ジ
は
、
共
同
体
に
ど
の
よ
う
な
直
接
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
浜
に
お
け
る
選
挙
立
候
補
者
を
め
ぐ
る
ニ
ガ
イ
ン
マ
に
よ
る
神
の
託
宣
は
、
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
て
共
同
体
と
直
接
的
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
。
佐
良
浜
の
カ
カ
ラ
ン
マ
が
「神
様
が
怒
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
動
作
が
荒
く
な
る
」
と
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
着
目
す
る
と
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
託
宣
が
伝
え
ら
れ
た
場
合
の
可
能
性
も
想
定
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
も
し
託
宣
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
場
合
、
共
同
体
の
対
処
の
仕
方
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
こ
こ
で
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
職
能
者
が
祭
祀
の
場
で
歌
謡
を
う
た
う
と
い
う
点
に
注
目
し
て
み
た
い
。
既
述
の
よ
う
に
、
長
浜
、
松
原
、
佐
良
浜
な
ど
に
お
い
て
、
祭
祀
の
過
程
で
シ
ャ
ー
マ
ン
的
職
能
者
が
神
歌
を
う
た
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
佐
良
浜
と
同
じ
「
池
間
民
族
」
系
で
あ
る
西
原
部
落
に
は
、
フ
ヅ
カ
サ
の
下
に
、
か
つ
て
は
ム
ヌ
ス
ー
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た
ア
ー
グ
シ
ャ
（
ア
ー
グ
と
い
う
神
歌
を
謡
う
者
）
と
い
う
神
役
が
い
る
〔
上
原
　
一
九
八
三
‥
七
四
〕
。
池
間
島
に
も
神
懸
り
を
専
門
に
す
る
カ
カ
ラ
ン
マ
と
い
う
神
役
が
い
て
、
そ
の
別
称
は
ア
ー
グ
シ
ャ
で
あ
る
〔野
ロ
　
｝
九
七
二
二
一
一
四
〕
。
ア
ー
グ
シ
ャ
と
い
う
名
称
は
、
祭
祀
の
な
か
で
ア
ー
グ
を
歌
う
こ
と
が
こ
の
神
役
の
主
要
な
職
能
で
あ
っ
た
た
め
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
　
さ
て
、
オ
ヨ
シ
に
つ
い
て
の
佐
良
浜
の
カ
カ
ラ
ン
マ
経
験
者
の
以
下
の
語
り
に
注
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し
た
い
。
「
神
様
に
、
オ
ヨ
シ
（
歌
）
を
う
た
っ
て
、
今
日
は
何
願
い
だ
よ
と
い
っ
て
、
願
い
を
上
が
ら
す
わ
け
。
海
の
幸
も
畑
の
幸
も
学
問
の
幸
も
、
七
つ
の
島
か
ら
こ
の
佐
良
浜
に
寄
せ
て
く
だ
さ
い
と
う
た
う
わ
け
。
初
め
に
本
村
の
カ
カ
ラ
ン
マ
が
う
た
っ
て
、
次
に
中
村
の
カ
カ
ラ
ン
マ
が
う
た
う
。
本
村
の
カ
カ
ラ
ン
マ
と
中
村
の
カ
カ
ラ
ン
マ
の
う
た
う
順
番
も
違
う
。
本
村
と
中
村
で
は
、
オ
ヨ
シ
も
違
う
。
オ
ヨ
シ
の
こ
と
ば
は
、
昔
は
帳
面
も
な
く
て
、
口
で
伝
え
て
き
た
か
ら
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
た
と
、
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
言
っ
て
い
た
。
オ
ヨ
シ
は
村
の
人
た
ち
か
ら
神
様
に
お
願
い
す
る
歌
さ
ね
。
（
略
）
お
祭
り
で
オ
ヨ
シ
を
う
た
っ
て
い
る
と
き
に
、
絵
が
で
て
く
る
よ
。
（
略
）
オ
ヨ
シ
は
め
い
め
い
決
ま
っ
て
い
て
、
帳
面
で
受
け
継
い
で
い
る
か
ら
、
一
行
で
も
間
違
え
て
は
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
頭
の
な
か
で
、
次
は
何
、
次
は
何
と
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
や
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。
間
違
え
ば
、
願
い
が
か
な
わ
な
く
な
る
か
ら
ね
。
で
も
、
う
た
い
な
が
ら
、
神
様
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
み
ん
な
覚
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
静
か
に
し
て
く
れ
な
い
と
、
神
様
も
消
え
て
い
く
か
ら
ね
。
」
〔
真
下
　
前
掲
　
二
〇
〇
ー
二
〇
二
〕
　
こ
の
語
り
か
ら
、
カ
カ
ラ
ン
マ
に
と
っ
て
オ
ヨ
シ
を
歌
う
こ
と
が
い
か
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
を
知
り
得
る
が
、
「
オ
ヨ
シ
を
う
た
っ
て
い
る
と
き
に
、
絵
が
で
て
く
る
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
は
特
に
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
カ
カ
ラ
ン
マ
が
愚
依
し
て
神
か
ら
託
宣
を
受
け
取
る
と
説
明
・
解
釈
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
託
宣
は
す
で
に
歌
の
か
た
ち
で
形
式
化
さ
れ
て
い
る
オ
ヨ
シ
の
内
容
に
大
き
く
関
わ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
祭
祀
の
過
程
で
カ
カ
ラ
ン
マ
が
ユ
ー
を
満
載
し
た
神
の
船
が
入
港
し
、
そ
の
船
か
ら
ユ
ー
を
下
ろ
す
場
面
を
幻
視
す
る
情
況
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
オ
ヨ
シ
の
な
か
で
「
海
の
幸
も
畑
の
幸
も
学
問
の
幸
も
、
七
つ
の
島
か
ら
こ
の
佐
良
浜
に
寄
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
前
稿
に
お
い
て
、
「
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
霊
的
存
在
と
の
個
人
的
な
交
流
と
、
あ
る
目
的
を
も
つ
公
的
祭
祀
に
お
け
る
予
定
調
和
的
な
懸
依
と
は
、
想
依
、
ト
ラ
ン
ス
な
ど
同
一
の
用
語
で
括
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
は
同
質
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
（
一
五
四
頁
）
。
「
公
的
祭
祀
に
お
け
る
予
定
調
和
的
な
懸
依
」
と
は
、
あ
る
祭
祀
場
面
に
お
け
る
、
聖
地
・
拝
所
を
巡
拝
し
て
い
く
神
女
を
正
視
す
る
と
眼
が
つ
ぶ
れ
る
と
さ
れ
る
沖
縄
島
北
部
の
祭
祀
に
お
け
る
神
女
、
伊
良
部
島
の
カ
ン
ム
リ
（
神
降
り
）
に
お
け
る
移
動
中
の
カ
ン
ム
リ
ン
マ
な
ど
の
状
態
を
想
定
し
た
が
、
神
役
組
織
に
組
み
込
ま
れ
た
シ
ャ
ー
マ
ン
の
場
合
も
、
歌
謡
を
う
た
う
と
い
う
職
能
に
着
目
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
予
定
調
和
的
な
想
依
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
　
池
宮
正
治
が
「
歴
史
の
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
託
宣
と
は
、
神
が
人
間
の
肉
体
に
依
懸
し
、
そ
の
口
を
か
り
て
神
の
意
志
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
あ
る
の
は
勿
論
だ
と
し
て
も
、
あ
る
事
件
と
か
か
わ
っ
て
唯
一
回
し
か
起
こ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
神
託
の
こ
と
ば
は
定
形
な
い
し
類
型
上
の
詞
章
で
は
な
く
、
場
面
と
敏
感
に
対
応
し
た
三
回
性
』
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
と
ば
の
リ
ズ
ム
、
対
句
の
レ
ト
リ
ッ
ク
も
こ
こ
で
は
必
須
の
条
件
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
〔
池
宮
　
一
九
七
六
毛
七
〕
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
大
い
に
参
考
に
な
る
。
池
宮
の
指
摘
に
従
え
ば
、
歌
謡
と
い
う
定
形
化
さ
れ
た
呪
的
詞
章
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
懸
依
・
託
宣
は
、
一
回
性
の
も
の
で
は
な
く
必
然
的
に
形
式
化
さ
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
カ
カ
ラ
ン
マ
や
ネ
ガ
イ
ン
マ
た
ち
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
資
質
を
持
つ
ゆ
え
に
従
来
の
調
和
を
乱
す
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
懸
依
が
発
生
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
村
落
の
祭
祀
情
況
に
何
ら
か
の
葛
藤
を
引
き
起
こ
す
契
機
を
宿
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
ノ
ロ
や
カ
ン
ム
リ
ン
マ
な
ど
と
は
異
な
る
情
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
久
高
島
で
筆
者
が
遭
遇
し
た
祭
祀
の
一
場
面
を
紹
介
し
よ
う
。
久
高
島
も
、
宮
古
と
同
様
に
ウ
ム
リ
ン
グ
ァ
と
呼
ば
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
的
職
能
者
を
神
役
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織
に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
は
前
稿
で
触
れ
た
。
ハ
ン
ジ
ャ
ナ
シ
と
い
う
来
訪
神
祭
祀
は
、
通
常
の
祭
祀
と
異
な
り
ノ
ロ
で
は
な
く
特
定
の
ウ
ム
リ
ン
グ
ァ
た
ち
が
ア
シ
ビ
神
（
遊
神
）
と
呼
ば
れ
主
役
的
な
役
割
を
演
じ
る
祭
祀
で
あ
る
が
、
あ
る
年
に
テ
ィ
ル
ル
と
呼
ば
れ
る
歌
謡
を
先
唱
す
る
ア
シ
ビ
神
が
高
齢
化
の
た
め
に
参
加
で
き
ず
、
神
遊
び
が
中
止
と
な
り
祈
願
だ
け
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
祈
願
の
最
中
に
あ
る
ウ
ム
リ
ン
グ
ァ
（
ア
シ
ビ
神
で
も
あ
る
）
が
突
然
ト
ラ
ン
ス
状
態
と
な
り
大
き
な
涙
声
を
発
す
る
情
況
に
な
っ
た
。
後
で
聞
い
て
み
る
と
、
神
遊
び
が
な
い
こ
と
を
神
が
寂
し
が
っ
て
い
て
、
神
か
ら
の
そ
の
知
ら
せ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
と
い
う
。
筆
者
の
い
う
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
愚
依
と
は
、
こ
の
種
の
状
態
も
含
め
て
想
定
し
て
い
る
。
　
一
方
、
定
形
化
さ
れ
た
歌
謡
に
よ
ら
ず
に
託
宣
が
な
さ
れ
る
情
況
が
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
た
別
途
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
先
に
引
い
た
と
こ
ろ
の
、
佐
良
浜
の
ウ
フ
ン
マ
経
験
者
が
「
カ
リ
ユ
シ
ダ
ミ
の
よ
う
な
村
ニ
ガ
イ
の
と
き
は
オ
ヨ
シ
は
や
ら
な
い
が
、
神
か
ら
の
知
ら
せ
は
あ
る
。
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
に
従
う
と
、
歌
謡
な
し
の
神
託
も
あ
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
細
か
な
注
意
を
向
け
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
　
こ
の
問
題
と
の
関
連
で
、
多
良
間
の
ユ
ブ
リ
儀
礼
に
再
度
注
意
を
向
け
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
先
の
引
用
で
は
省
略
し
た
が
、
マ
ッ
ツ
ー
の
日
に
は
、
そ
の
前
日
に
穀
物
の
種
子
を
満
載
し
た
船
に
乗
っ
て
多
良
間
島
に
や
っ
て
き
た
神
が
種
蒔
き
を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
に
遇
依
す
る
の
は
種
蒔
き
を
終
え
た
こ
の
マ
ー
ツ
ー
の
神
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ユ
ブ
リ
の
際
、
カ
ム
カ
カ
リ
ャ
ン
マ
の
儀
礼
に
歌
謡
が
伴
っ
た
と
は
伝
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
ユ
ブ
リ
に
お
け
る
託
宣
の
性
格
は
、
形
式
化
さ
れ
た
類
型
的
な
も
の
で
は
な
く
、
一
回
性
の
託
宣
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
現
在
の
話
者
た
ち
の
子
ど
も
の
と
き
の
見
聞
で
あ
る
ゆ
え
に
、
具
体
的
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し
得
て
い
な
い
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
を
担
っ
て
い
た
の
が
村
落
の
神
役
組
織
と
は
関
係
を
結
ん
で
い
な
い
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
っ
た
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
　
神
が
一
人
称
で
自
身
の
来
歴
を
叙
事
す
る
狩
俣
の
神
歌
に
つ
い
て
考
察
し
た
内
田
順
子
が
、
祭
祀
の
場
で
通
常
と
は
異
な
る
歌
詞
が
歌
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
逸
脱
が
連
続
す
る
こ
と
に
歯
止
め
を
か
け
る
働
き
を
す
る
「
神
歌
の
形
」
が
あ
り
、
そ
し
て
、
「
ん
き
ゃ
ぬ
た
や
　
と
う
た
ん
／
に
だ
り
ま
ま
　
ゆ
た
ん
（
昔
の
ま
ま
、
根
立
て
の
ま
ま
よ
ん
だ
）
」
と
い
う
句
で
神
歌
が
よ
み
（
歌
い
）
終
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愚
依
に
よ
る
際
限
の
な
い
展
開
を
防
い
で
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
〔
内
田
一
九
九
九
〕
、
う
え
で
論
じ
た
歌
謡
と
託
宣
を
め
ぐ
る
問
題
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
下
級
神
女
の
シ
ャ
ー
マ
ン
性
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
検
討
を
し
て
お
き
た
い
。
先
の
引
用
で
示
し
た
よ
う
に
、
オ
モ
ロ
の
世
界
や
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
み
え
る
資
料
に
お
い
て
、
遇
依
を
期
待
さ
れ
る
の
は
下
級
神
女
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
宮
古
の
場
合
は
、
大
浦
の
事
例
を
不
明
な
も
の
と
し
て
別
に
す
れ
ば
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
神
役
は
、
祭
祀
の
責
任
を
負
う
ツ
カ
サ
よ
り
は
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
大
本
憲
夫
の
指
摘
に
従
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
同
じ
く
シ
ャ
ー
マ
ン
的
な
神
役
で
あ
る
久
高
島
の
ウ
ム
リ
ン
グ
ァ
も
ノ
ロ
の
下
位
に
位
置
す
る
と
み
て
よ
い
。
　
も
し
も
、
一
回
性
の
神
の
託
宣
を
得
る
こ
と
が
共
同
体
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
神
の
託
宣
を
伝
え
る
シ
ャ
ー
マ
ン
こ
そ
は
最
高
位
の
位
置
を
占
め
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
定
形
化
し
た
歌
謡
と
結
び
つ
い
た
形
で
の
託
宣
は
、
一
回
性
の
託
宣
に
は
な
り
得
ず
、
神
愚
り
は
形
骸
化
し
、
託
宣
の
内
容
も
形
式
化
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
池
宮
正
治
が
、
従
来
は
神
の
託
宣
と
考
え
ら
れ
て
き
た
ミ
セ
セ
ル
に
つ
い
て
、
一
六
世
紀
の
三
つ
碑
文
に
記
さ
れ
た
ミ
セ
セ
ル
を
分
析
し
た
結
果
、
神
か
ら
人
へ
の
一
回
性
の
神
託
で
は
な
く
、
人
か
ら
神
へ
の
願
い
を
伝
え
る
オ
タ
カ
ベ
や
ノ
ダ
テ
ゴ
ト
と
本
質
的
な
相
違
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
「
神
の
こ
と
ば
を
聞
き
、
創
造
的
な
詞
章
を
生
み
出
す
力
は
、
も
は
や
彼
女
た
ち
に
は
な
い
。
信
仰
の
体
系
化
は
、
上
層
に
お
い
て
信
仰
を
形
骸
化
す
る
。
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体
系
化
さ
れ
た
信
仰
（
宗
教
）
は
や
が
て
、
政
治
の
体
系
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
上
生
産
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
ま
す
形
骸
化
す
る
。
」
〔
池
宮
　
前
掲
一
九
〇
〕
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
想
起
し
て
お
き
た
い
。
　
王
国
時
代
の
上
級
神
女
や
村
落
の
最
高
位
の
神
役
た
ち
が
神
想
り
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
愚
依
・
託
宣
の
形
式
化
‖
形
骸
化
と
関
連
さ
せ
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
共
同
体
や
国
家
が
形
式
化
さ
れ
た
形
で
は
あ
っ
て
も
な
お
神
の
葱
依
と
託
宣
の
必
要
を
認
め
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
下
級
の
神
女
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
理
解
の
し
か
た
で
あ
る
。
　
宮
古
で
は
、
共
同
体
が
共
同
体
の
外
部
に
位
置
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
に
託
宣
を
求
め
る
傾
向
が
強
い
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
脈
絡
で
注
意
を
向
け
て
み
た
い
。
た
と
え
ば
、
大
本
憲
夫
に
よ
る
と
、
神
役
の
選
出
の
際
に
「
村
落
の
役
員
た
ち
が
村
落
外
域
の
複
数
の
巫
者
を
尋
ね
、
自
村
落
の
神
役
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
の
年
齢
、
干
支
、
家
屋
の
方
向
、
家
族
関
係
な
ど
を
判
示
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
考
慮
し
て
候
補
者
の
限
定
が
は
か
ら
れ
」
た
り
、
「
新
年
の
早
い
時
期
に
、
や
は
り
村
落
の
役
員
や
神
役
み
ず
か
ら
が
他
地
区
の
複
数
の
巫
者
に
出
向
き
、
一
年
間
の
自
村
落
の
運
勢
や
吉
凶
を
ト
占
し
て
も
ら
う
こ
と
を
部
落
祭
祀
の
一
環
に
組
み
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
［
狩
俣
の
二
月
マ
ー
イ
、
松
原
の
ウ
ン
ツ
キ
祈
願
な
ど
］
」
と
い
う
〔
大
本
　
一
九
八
三
一
九
五
〕
。
　
松
井
健
も
来
間
島
に
つ
い
て
、
「
ツ
カ
サ
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
良
の
ユ
タ
が
、
そ
の
ト
ゥ
イ
（
エ
ト
）
を
ま
ず
指
定
し
、
そ
の
エ
ト
の
人
た
ち
の
な
か
か
ら
、
神
筆
に
よ
っ
て
ツ
カ
サ
が
選
ば
れ
る
」
〔
松
井
　
一
九
八
九
一
一
九
四
〕
、
「
ツ
カ
サ
と
ユ
ー
ジ
ャ
ス
の
選
任
に
は
、
平
良
市
内
の
漆
水
御
嶽
に
か
か
わ
り
の
あ
る
ユ
タ
が
、
候
補
者
の
エ
ト
を
指
定
す
る
と
い
う
。
ま
た
選
任
後
に
も
、
そ
の
適
否
を
占
う
と
さ
れ
て
い
る
。
」
と
報
告
し
〔
同
　
二
二
三
〕
、
さ
ら
に
宮
城
栄
昌
は
狩
俣
に
関
し
て
、
「
大
司
は
、
毎
年
ユ
タ
の
定
め
る
あ
る
生
年
の
全
女
性
か
ら
抽
せ
ん
（
フ
ズ
）
で
決
定
し
て
い
る
。
し
か
も
新
し
い
大
司
が
え
ら
ば
れ
る
と
、
大
城
・
仲
間
・
し
り
立
・
中
峰
の
四
嶽
に
属
す
る
座
司
は
、
お
の
お
の
遠
方
の
ユ
タ
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
大
司
の
交
替
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
を
き
き
、
そ
の
結
果
を
祖
神
に
告
げ
、
四
祖
神
の
神
意
の
一
致
し
た
と
こ
ろ
で
、
存
続
か
交
替
か
を
決
定
し
て
い
る
。
」
と
報
告
し
て
い
る
〔
宮
城
　
一
九
六
七
‥
九
五
〕
。
　
外
部
の
巫
者
に
よ
る
こ
の
託
宣
は
、
そ
の
性
格
か
ら
し
て
形
式
的
な
も
の
で
は
あ
り
得
ず
、
一
回
性
の
託
宣
の
性
格
を
帯
び
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
の
託
宣
が
「
そ
の
年
の
神
役
た
ち
の
祭
祀
行
動
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
“
豊
農
不
漁
”
と
判
示
さ
れ
た
場
合
、
神
役
た
ち
は
農
家
に
か
か
わ
る
部
落
祭
祀
に
お
い
て
は
こ
の
ト
占
が
ま
っ
と
う
す
る
よ
う
に
、
ま
た
漁
業
に
か
か
わ
る
祭
祀
で
は
逆
の
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
、
例
年
に
も
ま
し
て
個
々
の
祭
祀
儀
礼
に
力
を
注
い
で
神
願
い
に
あ
た
る
」
〔
大
本
　
一
九
八
三
　
九
五
〕
と
い
う
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
宮
古
の
巫
者
は
、
ヤ
ー
キ
ザ
ス
な
ど
と
呼
ば
れ
て
個
々
の
家
庭
の
祭
祀
に
関
わ
っ
て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
は
当
然
一
回
性
の
託
宣
が
期
待
さ
れ
る
場
面
が
多
々
あ
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
落
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
一
回
性
の
託
宣
が
外
部
の
巫
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
村
落
祭
祀
に
お
け
る
巫
者
の
役
割
に
一
回
性
の
託
宣
を
期
待
し
て
い
な
い
こ
と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
松
原
で
、
先
に
引
い
た
よ
う
に
、
正
月
ニ
ガ
ズ
や
ユ
ー
ク
ー
な
ど
の
祭
祀
に
お
い
て
、
「
祭
場
で
神
愚
り
し
て
神
意
を
託
宣
し
た
り
す
る
。
」
、
「
一
年
の
豊
作
や
漁
業
の
豊
凶
、
村
人
の
健
康
な
ど
に
つ
い
て
の
カ
ン
グ
イ
（
神
声
）
が
ユ
ー
ザ
ス
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
。
」
と
さ
れ
る
ユ
ー
ザ
ス
が
、
一
月
の
ウ
ン
（
ツ
）
キ
祈
願
に
は
、
ツ
カ
サ
や
部
落
役
員
ら
と
と
も
に
部
落
の
運
勢
に
つ
い
て
の
伺
い
を
立
て
る
た
め
に
部
落
外
の
巫
者
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
も
〔
大
本
　
一
九
八
二
一
二
二
九
〕
、
そ
の
辺
り
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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諸
島
に
お
け
　
る
民
間
巫
者
（
ユ
タ
・
カ
ン
カ
カ
リ
ヤ
ー
等
）
の
機
能
的
類
型
と
民
俗
変
容
の
調
査
研
究
』
筑
波
　
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
大
川
恵
良
　
一
九
七
四
　
『
伊
良
部
郷
土
誌
』
沖
縄
国
際
大
学
文
学
部
社
会
学
科
　
一
九
九
一
　
『
み
ん
ぞ
く
五
ー
伊
良
部
町
佐
良
浜
調
査
報
告
　
書
ー
』
鎌
田
久
子
　
一
九
六
五
　
（
a
）
「
宮
古
の
祭
祀
組
織
」
東
京
都
立
大
学
南
西
諸
島
研
究
委
員
会
編
『
沖
　
縄
の
社
会
と
宗
教
』
平
凡
社
鎌
田
久
子
　
一
九
六
五
　
（
b
）
「
日
本
巫
女
史
の
一
節
」
『
成
城
大
学
文
芸
学
部
・
短
期
大
学
部
創
　
立
十
周
年
記
念
論
文
集
』
成
城
大
学
野
口
武
徳
　
一
九
七
二
　
『
沖
縄
池
間
島
民
俗
誌
』
未
来
社
真
下
厚
　
二
〇
〇
三
　
『
声
の
神
話
ー
奄
美
・
沖
縄
の
島
じ
ま
か
ら
ー
』
瑞
木
書
房
松
井
健
　
一
九
八
九
　
『
琉
球
の
ニ
ュ
ー
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
人
文
書
院
宮
城
栄
昌
　
一
九
六
七
　
『
沖
縄
女
性
史
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
琉
球
大
学
法
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
七
年
九
月
十
四
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
八
日
審
査
終
了
）
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Okinawan　Rituals　an《1　Shamanism：Examples血om　Miyako
AKAMINE　Masanobu
　　　The　author！s　essay　e皿廿ded“Noro　and　YUta”（Koza　Nihon　no　Minzokugaku　7，　YUzankaku，1997）addresses
the　theme　of　Okinawan　rituals　and　shamanism．　Based　on　the　argument　put　forward　in　this　previous　work，　for　the
study　described　in　this　paper　the　author　has　r←sorted　materials　on　Oldnawan　rituals　and　shamanism　and　added
some　extra　discussion　while　drawing　on　subsequent　nndings．　These　materials　focus　on　ex㎜ples　from　Miyako．
　　　There　are　many　ex㎜ples　in　villages　on　Miyako　where　shamans　called‘‘munusu”（“monoshiri”），“kankakarya”
（k㎜i－gakari　suru　hito）and　yuta　are　included　as　members　of　religious　organizations．　There　are　numerous　re－
ports　outlining　cases　where　at　spec姐c　village　rituals　these　shamans　pass　on　divine　messages，　inc111ding　those　con－
cerning　an　abundant　harvest，　good五shing　catches　and　the　health　of　the　villagers　fOr　the　year．　An　examina60n　of
the　positional　relationship　between　these　shamans　and　ordinary　tsukasa　reveals　that　even　though　shamans血1fi11
acentral　role　when　rituals　are　held，　in　many　cases　the　position　of　tsukasa　is　generally　higher　within　the　hierarchy
of　the　village　reHgious　organization．　In　a　previous　paper，　the　author　con丘rmed　that　the“Omorosaushi”and　other
histoncal　materials　reveal　that　this　also　nts　with　the　schema　that　existed　in　the　period　of　the　Ryukyu　Kingdom
in　which　high－ranking　priestesses　officiated　at　ceremonies　and　rituals　and　low－ranking　priestesses　speciaHzed　in
spirit　possession．
　　　There　is　the　matter　of　the　effect　that　the　transmission　of　divine　messages　by　shamans　during　village　rituals
had　on　the　community　To　investigate　this　it　is　necessary　to　focus　on　the　prevalence　of　divine　messages　that　took
the　form　of　shamans　singing　songs　during　a　ritua1．　Even　if　we　interpret　shaman　spirit　possession　by　kami　as　the
transmission　of　divine　messages，　combining　divine　messages　with　stylized　songs　indicates　that　a　diffbrent　divine
message　wou】d　not　be　received　for　each　occasion．　The　effect　would　be　to　strip　spiht　possession　of　substance　and
also　make　the　content　of　the　divine　messages　formulaic．　If　the　highest　priority　for　a　community　were　to　ol）tain　an
exclusive　divine　message　each　time，　shamans　would　have　been　accorded　the　highest　position　within　the　religious
hierarchy　However，　if　it　was　not　necessary　for　high－ranking　priestesses　during　the　age　of　the　Ryukyu　Kingdom
or　highesCranldng　priests　in　a　village　to　be　shamans　who　perfbrmed　spirit　possession，　it　fbllows　that　this　Idnd　of
stylization　of　spirit　possession　and　divine　messages　contributed　to　a　weakening　of　their　substance．　Namely，　the
author　suggests　that　insofar　as　a　community　or　the　state　recognized　the　need　fbr　spirit　possession　and　divine　mes－
sages，　albeit　in　a　stylized　form，　such　activities　would　have　fallen　to　low－ranldng　priestesses．
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